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紹
介
と
批
評

国
o
α
Q
R
竃
o
お
m
b

ミ
鳴
線
肉
ミ
o
鷺
ミ
◎
、
ミ
ミ
湧
織
§
鳴
h
も
へ
q
、
§
偽

恥
》
愚
誉
晦
o
、
ミ
鳴
肉
黛
、
魯
ミ
蕊
O
o
ミ
ミ
黛
ミ
牒
奪

　
　
O
昌
ユ
8
導
切
o
o
認
博
Z
①
名
鴫
o
『
F
一
〇
お
噂
≦
＋
謹
oo
醤
。

　
β
ジ
ャ
ー
・
モ
ー
ガ
ソ
著

　
　
『
一
九
四
五
年
以
後
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治

　
　
　
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
の
形
成
』

　
　
　
　
　
一

　
著
者
の
ロ
ジ
ャ
ー
・
モ
ー
ガ
ン
博
士
は
、
英
国
の
サ
セ
ッ
ク
ス
大
学
の
講

師
、
米
国
の
コ
・
ン
ビ
ア
大
学
、
ジ
ョ
ン
・
ポ
プ
キ
ソ
ス
大
学
の
客
員
教
授
な

ど
を
歴
任
し
、
最
近
ま
で
ロ
ソ
ド
ソ
の
国
際
問
題
研
究
所
の
研
究
副
部
長
を
務

め
て
い
た
。
そ
の
著
書
に
は
、
↓
ミ
O
ミ
ミ
§
象
9
ミ
b
鳴
ミ
。
ミ
ミ
防
ミ
ミ

導
鳴
ミ
、
無
、
ミ
ミ
ミ
ミ
、
§
ミ
』
o
o
q
軋
山
o
o
N
や
O
帥
ヨ
ぼ
置
α
q
Φ
℃
簿
些
Φ
d
巳
・

＜
震
忽
昌
℃
冨
の
9
お
①
9
↓
ミ
q
ミ
、
ミ
翰
ミ
蕊
§
織
刷
隷
箕
O
ミ
ミ
“
ミ
発
』
も

へ
軌
山
も
「
勲
○
筥
o
猛
d
巳
く
巽
巴
蔓
零
霧
9
ご
園
。
な
ど
が
あ
り
、
編
著
に

は
、
8
ぎ
の
ミ
亀
蝋
』
ミ
ミ
途
黛
欺
§
ミ
』
潮
黛
蓋
㍉
肉
霧
ミ
切
誉
幾
§
ミ
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
－
八
四
　
　
　
（
八
八
八
）

毫
敏
§
ミ
導
　
憎
ミ
醤
吸
ミ
噂
O
図
ま
鉱
d
巳
く
R
巴
姶
℃
希
o
。
¢
矯
μ
鶏
ド
ま
た
、

カ
ー
ル
・
カ
イ
ザ
ー
と
の
共
編
に
よ
る
　
恥
ミ
ミ
§
§
亀
§
鳴
忽
O
ミ
§
§
と

9
§
晦
§
頭
象
亀
§
塁
　
§
概
導
鳴
　
、
ミ
ミ
鳴
蔓
　
肉
ミ
恥
粛
醤
　
、
ミ
ご
》

○
ほ
o
鼠
q
艮
く
段
巴
な
℃
お
器
噂
お
置
な
ど
が
あ
る
。

　
本
書
の
目
的
は
、
一
九
四
五
年
に
お
い
て
、
あ
れ
ほ
ど
荒
廃
し
た
西
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
が
、
如
何
な
る
過
程
を
経
て
、
一
九
七
〇
年
代
ま
で
に
、
経
済
的
に
繁
栄

し
、
社
会
的
に
安
定
し
、
政
治
的
に
勘
定
に
入
れ
ざ
る
を
え
な
い
勢
力
に
成
長

し
た
か
を
説
明
す
る
こ
と
で
あ
る
（
一
頁
）
。
ま
た
、
著
者
は
、
そ
の
基
本
的
認

識
と
し
て
、
戦
後
西
ヨ
i
・
ッ
パ
の
政
治
的
構
造
が
、
国
家
体
系
（
そ
の
な
か
で
も

フ
ラ
ン
ス
と
西
ド
イ
ッ
が
最
も
重
要
で
あ
る
が
）
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
の
超
国
家

機
構
と
の
問
の
相
互
作
用
の
過
程
に
よ
つ
て
形
成
さ
れ
た
と
考
え
て
い
る
（
ま

え
が
き
）
。
こ
の
よ
う
な
性
格
を
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
、
本
書
は
以
下
の
構
成

を
と
る
。

　
　
ま
え
が
ぎ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
パ

第
一
章

第
二
章

第
三
章

第
四
章

第
五
章

第
六
章

第
七
章

第
八
章

第
九
章

戦
後
世
界
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ

戦
後
フ
ラ
ン
ス
　
一
九
四
五
ー
五
〇
年

ド
イ
ッ
　
一
九
四
五
ー
五
〇
年

イ
タ
リ
ア
と
ベ
ネ
ル
ヅ
ク
ス
諸
国
　
一
九
四
五
－
五
〇
年

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
組
織
化
　
一
九
四
五
－
五
〇
年

五
〇
年
代
の
フ
ラ
ン
ス

ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
の
ド
イ
ッ

五
〇
年
代
の
イ
タ
リ
ア
と
ベ
ネ
ル
ッ
ク
ス

ヨ
ー
p
ッ
パ
機
構
ー
E
C
S
C
か
ら
ロ
ー
マ
条
約



第第第第第第

五四三二一〇
章章章章章章

　
こ
の
目
次
か
ら
明
ら
か
な
よ
う
に
、

年
代
、
六
〇
年
代
に
時
代
区
分
さ
れ
、

々
が
フ
ラ
ソ
ス
、

パ
機
構
に
あ
て
ら
れ
て
い
る
。

も
、
同
様
の
方
式
で
四
つ
の
節
に
分
け
ら
れ
て
い
る
。

レ
ベ
ル
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
レ
ベ
ル
を
行
き
つ
戻
り
つ
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、

九
四
五
年
か
ら
一
九
七
一
年
ま
で
の
間
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
性
格
を

明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
。

二

ド
・
ゴ
ー
ル
下
の
フ
ラ
ン
ス
　
一
九
五
八
ー
六
九
年

ド
イ
ッ
　
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
か
ら
ブ
ラ
ン
ト
ヘ

六
〇
年
代
の
イ
タ
リ
ア
と
ベ
ネ
ル
ヅ
ク
ス

一
九
六
〇
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
機
構

七
〇
年
代
に
入
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ

将
来
の
道
i
明
日
の
世
界
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ッ
バ

　
　
　
　
　
　
　
　
本
書
は
、
一
九
四
〇
年
代
後
期
、
五
〇

　
　
　
　
　
　
　
　
各
時
代
は
四
つ
の
章
で
構
成
さ
れ
、
各

西
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
と
ベ
ネ
ル
ッ
ク
ス
諸
国
、
ヨ
ー
ロ
ッ

　
　
　
　
　
さ
ら
に
、
七
〇
年
代
を
と
り
扱
つ
た
第
一
四
章

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
こ
の
よ
う
に
、
国
家
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一

　
ま
ず
、
著
者
は
、
「
戦
後
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
政
治
」
と
題
す
る
本
書
が
な
ぜ
、
主

と
し
て
フ
ラ
ン
ス
、
西
ド
イ
ツ
、
イ
タ
リ
ア
、
ベ
ル
ギ
ー
、
オ
ラ
ン
ダ
、
ル
ク

セ
ソ
ブ
ル
ク
の
「
六
力
国
」
の
み
を
対
象
と
す
る
の
か
を
説
明
し
て
い
る
。
東

ヨ
i
β
ッ
パ
は
イ
デ
オ
ρ
ギ
ー
の
相
違
と
「
冷
戦
」
故
に
、
英
国
お
よ
び
ス
カ

ン
ジ
ナ
ヴ
ィ
ア
諸
国
な
ど
の
北
ヨ
ー
・
ッ
パ
は
超
国
家
性
を
嫌
う
が
故
に
、
ス

ペ
イ
ン
、
ポ
ル
ト
ガ
ル
、
ギ
リ
シ
ャ
、
ト
ル
コ
な
ど
の
南
ヨ
ー
・
ッ
パ
は
政
体

の
相
違
と
経
済
的
後
進
性
故
に
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
政
治
の
本
流
か
ら
除
外
さ
れ
、

　
　
　
紹
介
と
批
評

結
局
、
経
済
発
展
の
度
合
も
似
通
よ
り
、
同
じ
様
な
国
内
政
治
勢
力
を
有
し
、
主

権
国
家
に
対
す
る
強
い
幻
滅
感
を
抱
い
て
い
た
六
力
国
が
、
戦
後
西
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
政
治
の
主
流
を
な
す
に
至
つ
た
と
主
張
す
る
。
次
に
、
戦
後
初
期
に
お
け
る

西
ヨ
ー
・
ッ
パ
の
発
展
に
最
も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
国
際
的
枠
組
と
し
て
、

冷
戦
の
起
源
と
そ
の
進
行
過
程
が
詳
述
さ
れ
て
い
る
。

　
第
二
、
三
、
四
章
は
、
一
九
四
五
年
か
ら
五
〇
年
ま
で
の
時
期
に
お
け
る
六

力
国
の
国
内
政
治
状
況
の
分
析
が
行
な
わ
れ
て
い
る
。
　
フ
ラ
ソ
ス
に
つ
い
て

は
、
ド
・
ゴ
ー
ル
臨
時
政
府
首
相
の
辞
任
、
第
四
共
和
国
憲
法
の
採
択
、
共
産

党
の
下
野
を
主
要
な
転
換
点
と
し
て
、
米
ソ
対
決
と
い
う
国
際
環
境
が
如
何
に

フ
ラ
ソ
ス
の
国
内
問
題
を
一
層
先
鋭
化
さ
せ
た
か
を
説
明
し
、
一
九
五
〇
年
ま

で
に
、
ド
イ
ッ
復
興
に
そ
な
え
て
何
ん
ら
か
の
新
し
い
ア
プ
ロ
ー
チ
の
必
要
性

に
迫
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
強
調
さ
れ
て
い
る
。
西
ド
イ
ッ
に
関
し
て
は
、
連
合

国
の
占
領
政
策
と
そ
の
対
立
、
さ
ら
に
、
そ
の
結
果
と
し
て
、
ベ
ル
リ
ン
封
鎖

と
東
西
両
ド
イ
ツ
国
家
の
誕
生
に
至
る
経
緯
が
述
べ
ら
れ
、
西
ド
イ
ッ
の
西
側

社
会
へ
の
組
み
入
れ
が
開
始
さ
れ
た
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
王
制

か
ら
共
和
制
に
移
行
し
た
イ
タ
リ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
語
系
住
民
と
フ
ラ
マ
ン
語
系

住
民
の
対
立
問
題
を
抱
え
る
ベ
ル
ギ
ー
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
問
題
に
悩
む
オ
ラ
ン

ダ
、
安
全
保
障
を
求
め
る
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
そ
れ
ぞ
れ
に
お
い
て
、
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
統
合
の
基
盤
が
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
い
つ
た
こ
と
が
描
か
れ
て
い
る
。

　
第
五
章
は
、
同
時
期
に
お
け
る
ヨ
ー
ワ
ヅ
パ
の
組
織
化
の
過
程
に
照
明
を
あ

て
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
協
力
機
構
、
ブ
ラ
ッ
セ
ル
条
約
機
構
、
北
大
西

洋
条
約
機
構
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
評
議
会
が
設
立
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
域
内
に
お
け

る
国
際
協
力
が
増
進
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
の
組
織
は
、
い
わ
ゆ
る
「
政

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
五
　
　
　
（
八
八
九
）



　
　
　
紹
介
と
批
評

府
間
機
構
」
で
あ
り
、
こ
れ
に
飽
き
足
ら
な
い
六
力
国
は
、
シ
ュ
ー
マ
ソ
・
プ

ラ
ン
を
基
に
、
最
初
の
「
超
国
家
機
構
」
で
あ
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
石
炭
鉄
鋼
共
同
体

の
設
立
へ
と
進
む
こ
と
に
な
つ
た
。
そ
の
交
渉
に
際
し
、
六
力
国
は
そ
れ
ぞ
れ

の
国
益
に
基
づ
い
た
思
惑
を
も
つ
て
い
た
が
、
シ
ュ
ー
マ
ン
・
プ
ラ
ン
の
本
質

的
特
徴
は
、
六
力
国
政
府
が
そ
の
経
済
分
野
の
死
活
的
部
門
に
関
す
る
国
家
主

権
の
制
限
を
自
発
的
に
受
け
入
れ
た
こ
と
を
著
者
は
強
調
し
て
い
る
。
さ
ら
に
、

こ
れ
を
契
機
に
、
ヨ
ー
・
ッ
パ
の
機
構
は
政
府
間
機
構
と
超
国
家
機
構
の
二
つ

の
道
を
歩
む
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
第
六
、
七
、
八
章
は
、
一
九
五
〇
年
代
に
お
け
る
六
力
国
の
国
内
政
治
状
況

を
と
り
扱
つ
て
い
る
。
ド
イ
ツ
の
再
軍
備
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
防
衛
共
同
体
問
題
、

イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
問
題
な
ど
多
く
の
難
問
を
抱
え
た
フ
ラ
ン

ス
の
政
局
は
不
安
定
で
、
二
二
の
内
閣
が
出
現
し
、
つ
い
に
は
第
四
共
和
国
の

崩
壊
に
至
つ
た
。
し
か
し
、
こ
の
不
名
誉
な
第
四
共
和
国
が
よ
り
近
代
的
な
フ

ラ
ン
ス
の
基
礎
を
つ
く
り
、
フ
ラ
ン
ス
を
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ヘ
の
窓
を
開
か
せ

た
の
で
あ
る
と
主
張
す
る
。
西
ド
イ
ッ
は
、
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
長
期
政
権
の
下
で

着
実
に
復
興
し
、
西
側
に
加
担
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
国
際
社
会
に
復
帰
し
た
。

再
軍
備
問
題
が
最
大
の
論
争
点
と
な
つ
た
が
、
結
局
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
連
合
と

北
大
西
洋
条
約
機
構
へ
の
道
を
選
択
し
、
こ
の
論
争
に
敗
れ
た
社
会
民
主
党
は

そ
の
政
策
転
換
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
は
、
ト
リ
エ
ス
テ

問
題
の
解
決
と
国
際
連
合
加
盟
に
よ
つ
て
そ
の
国
際
的
地
位
を
高
め
た
が
、
デ
・

ガ
リ
ペ
リ
の
引
退
後
、
国
内
政
局
は
不
安
定
化
し
た
。
さ
ら
に
、
ベ
ル
ギ
ー
は

住
民
対
立
に
よ
つ
て
、
オ
ラ
ン
ダ
は
宗
教
問
題
に
よ
つ
て
複
雑
な
様
相
を
呈
し

て
い
た
が
、
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
小
国
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統

八
六

（
八
九
〇
）

合
を
リ
ー
ド
す
る
こ
と
に
な
つ
た
の
で
あ
る
。

　
第
九
章
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
が
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
に
よ
つ
て

順
調
な
滑
り
出
し
を
み
せ
た
が
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
防
衛
共
同
体
の
流
産
に
よ
つ
て

一
時
頓
挫
し
た
。
し
か
し
、
メ
ッ
シ
ナ
会
議
以
後
ふ
た
た
び
進
展
し
、
・
ー
マ

条
約
と
し
て
結
実
す
る
ま
で
の
経
緯
を
と
り
扱
つ
て
い
る
。
こ
こ
で
重
要
な
こ

と
は
、
朝
鮮
戦
争
の
勃
発
と
休
戦
、
ス
タ
ー
リ
ソ
の
死
、
イ
ン
ド
シ
ナ
戦
争
の

休
戦
、
ス
エ
ズ
危
機
、
ハ
ン
ガ
リ
ー
動
乱
な
ど
の
国
際
環
境
の
変
化
と
統
合
の

進
展
度
と
の
係
り
合
い
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
九
五
五
ー
五
七
年
の
段
階
で
、

ス
パ
ー
ク
を
は
じ
め
と
す
る
統
合
推
進
者
達
が
、
共
同
市
場
よ
り
も
ユ
…
ラ
ト

ム
の
方
に
優
先
権
を
与
え
て
い
た
事
実
は
重
要
な
指
摘
で
あ
る
。
ま
た
、
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
経
済
共
同
体
は
、
石
炭
鉄
鋼
共
同
体
と
比
較
し
て
、
超
国
家
性
か
ら
い

え
ば
後
退
し
て
い
た
こ
と
も
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
ポ
イ
ン
ト
で
あ
る
。

　
第
一
〇
、
一
一
、
一
二
章
は
、
ふ
た
た
び
国
家
の
レ
ベ
ル
に
戻
り
、
一
九
六

〇
年
代
の
問
題
を
と
り
扱
つ
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス
で
は
、
ド
・
ゴ
ー
ル
の
再
登

場
、
第
五
共
和
国
の
誕
生
、
ア
ル
ジ
ェ
リ
ア
問
題
の
解
決
な
ど
を
経
て
、
政
局

も
安
定
し
、
フ
ラ
ン
ス
の
威
信
と
対
外
影
響
力
の
著
し
い
増
大
が
み
ら
れ
た
。

西
ド
イ
ッ
で
は
、
ベ
ル
リ
ン
危
機
の
後
ア
デ
ナ
ウ
ア
ー
が
退
陣
し
、
エ
ア
ハ
ル

ト
が
跡
を
継
い
だ
が
、
こ
の
間
社
会
民
主
党
が
目
覚
し
い
伸
長
を
み
せ
、
キ
ー

ジ
ソ
ガ
ー
大
連
合
内
閣
で
与
党
と
な
り
、
つ
い
に
は
ブ
ラ
ソ
ト
小
連
合
内
閣
の

誕
生
を
み
た
。
そ
し
て
、
経
済
力
を
背
景
に
、
西
側
】
辺
倒
か
ら
し
だ
い
に
東

方
に
眼
を
転
じ
始
め
た
の
で
あ
る
。
イ
タ
リ
ア
は
、
五
〇
年
代
後
期
か
ら
始
ま

つ
た
キ
リ
ス
ト
教
民
主
党
の
左
傾
化
と
社
会
党
の
右
傾
化
に
よ
つ
て
両
者
の
連

立
内
閣
が
成
立
し
、
安
定
化
に
寄
与
す
る
か
に
思
わ
れ
た
が
、
そ
の
期
待
に
反



し
、
こ
の
実
験
は
失
敗
し
た
。
ま
た
、
六
〇
年
代
の
ベ
ル
ギ
ー
は
コ
ソ
ゴ
動
乱

に
よ
つ
て
大
ぎ
く
ゆ
さ
ぶ
ら
れ
た
が
、
そ
の
不
満
が
国
内
の
住
民
対
立
の
不
満

と
相
侯
つ
て
統
合
へ
拍
車
を
か
け
る
こ
と
に
な
つ
た
。
さ
ら
に
、
オ
ラ
ン
ダ
と

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
ク
の
政
局
は
安
定
し
、
共
同
体
の
強
化
と
拡
大
を
支
持
し
続
け

た
の
で
あ
る
。

　
第
二
二
章
は
、
一
九
六
〇
年
代
の
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
機
構
の
歩
み
を
描
い
て
い
る

が
、
そ
の
道
は
決
し
て
平
坦
な
も
の
で
は
な
か
つ
た
こ
と
を
強
調
し
て
い
る
。

す
な
わ
ち
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
経
済
共
同
体
と
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
自
由
貿
易
連
合
の
競
争

対
立
、
英
国
の
加
盟
交
渉
と
そ
の
挫
折
、
フ
ラ
ン
ス
の
北
大
西
洋
条
約
機
構
か

ら
の
引
き
上
げ
、
共
同
体
の
強
化
と
共
通
農
業
政
策
問
題
に
絡
む
フ
ラ
ン
ス
の

ボ
イ
コ
ッ
ト
、
英
国
の
二
度
目
の
加
盟
交
渉
の
挫
折
な
ど
、
様
々
な
危
機
に
直

面
し
た
。
そ
の
原
因
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
経
済
復
興
が
民
族
国
家
に
新
た
な
活

力
を
与
え
た
こ
と
に
あ
る
と
主
張
さ
れ
て
い
る
。

　
第
一
四
章
は
、
一
九
七
〇
年
代
初
期
の
状
況
を
概
観
し
て
い
る
。
フ
ラ
ン
ス

で
は
、
ド
・
ゴ
ー
ル
が
退
陣
し
、
ポ
ソ
ピ
ド
ー
大
統
領
の
登
場
と
と
も
に
、
英

国
の
加
盟
交
渉
問
題
に
対
す
る
態
度
の
軟
化
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
西
ド
イ
ツ

で
は
、
ブ
ラ
ン
ト
の
首
相
就
任
に
伴
い
東
方
外
交
が
本
格
化
し
、
東
ヨ
ー
・
ッ

パ
と
の
和
解
が
押
し
進
め
ら
れ
る
と
と
も
に
、
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
統
合
に
お
い

て
も
積
極
的
役
割
を
演
ず
る
こ
と
に
な
つ
た
。
さ
ら
に
、
イ
タ
リ
ア
と
ベ
ル
ギ

ー
で
は
政
局
の
不
安
定
な
状
況
が
、
オ
ラ
ン
ダ
に
つ
い
て
は
比
較
的
安
定
し
た

状
況
が
繰
り
返
し
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
レ
ベ
ル
で
は
、
ヘ
ー
グ

会
議
に
お
い
て
、
共
通
農
業
政
策
の
確
立
、
経
済
同
盟
か
ら
通
貨
同
盟
へ
の
発

展
、
英
国
、
ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、
デ
ン
マ
ー
ク
、
ノ
ル
ゥ
ェ
ー
の
加
盟
交
渉
再
開
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が
取
決
め
ら
れ
、
ヨ
ー
・
ヅ
パ
共
同
体
は
強
化
、
発
展
、
拡
大
さ
れ
る
こ
と
に

な
つ
た
。
こ
の
意
味
で
、
へ
ー
グ
会
議
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
の
歴
史
上
重
大
な

転
換
点
と
な
つ
た
と
高
く
評
価
し
て
い
る
。

　
最
終
の
第
一
六
章
は
、
将
来
の
世
界
に
お
け
る
ヨ
ー
ロ
ヅ
パ
の
役
割
に
つ
い

て
言
及
し
て
い
る
。
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
共
同
体
が
経
済
的
な
巨
人
に
成
長
し
た
こ
と

は
否
定
し
が
た
い
事
実
で
あ
り
、
経
済
の
分
野
で
、
協
力
の
習
慣
と
共
通
政
策

採
用
の
圧
力
が
、
構
成
国
の
国
益
の
主
張
を
押
え
て
、
よ
り
緊
密
な
統
合
へ
と

向
う
こ
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
共
通
対
外
経
済
政
策
が
採
用
さ
れ
る
ま
で
に

は
、
様
々
な
調
整
す
べ
ぎ
問
題
が
あ
り
、
時
間
が
か
か
り
そ
う
で
あ
る
。
さ
ら

に
、
経
済
分
野
以
外
の
外
交
戦
略
間
題
に
お
け
る
共
通
対
外
政
策
の
見
通
し
は

一
層
困
難
で
あ
る
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
取
り
巻
く
世
界
の
勢
力
均
衡
を

維
持
す
る
た
め
に
、
東
西
関
係
に
つ
い
て
は
、
確
固
た
る
共
通
の
対
外
政
策
を

も
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
主
張
す
る
。
そ
れ
以
外
の
領
域
に
対
し
て
は
積
極
的
介

入
は
な
い
と
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
は
「
グ
目
ー
バ
ル
な
」
勢
力
と
い
う
よ
り
、
む

し
ろ
「
リ
ー
ジ
ョ
ナ
ル
な
」
勢
力
と
し
て
発
展
す
る
だ
ろ
う
と
予
想
す
る
の
で

あ
る
。

三

　
以
上
、
本
書
の
内
容
を
紹
介
し
て
き
た
が
、
本
書
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
お
け
る

国
際
的
地
域
統
合
の
理
論
構
築
を
め
ざ
す
も
の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
統
合
過
程
の
実
証
的
研
究
で
あ
る
。
そ
の
個
々
の
記
述
的
内
容
に
つ
い
て

は
、
す
で
に
多
く
の
識
者
に
よ
つ
て
語
ら
れ
て
お
り
、
新
し
い
発
見
に
乏
し
い

が
、
国
家
の
レ
ベ
ル
と
ヨ
ー
・
ッ
パ
の
レ
ベ
ル
を
区
別
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
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ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
諸
機
構
の
形
成
と
発
展
が
如
何
に
各
構
成
国
の
政
局
と
国
益
の

主
張
に
よ
つ
て
左
右
さ
れ
て
き
た
か
、
そ
の
姿
を
明
ら
か
に
し
た
点
で
、
価
値
あ

る
研
究
と
い
え
よ
う
。
し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
統
合
が
国
家
の
レ
ベ
ル
の
諸
問

題
に
影
響
さ
れ
た
ば
か
り
で
な
く
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
取
り
巻
く
世
界
政
治
の
動

向
に
も
大
き
く
左
右
さ
れ
た
こ
と
は
、
文
中
で
も
度
々
指
摘
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
が
、
世
界
政
治
の
諸
問
題
を
独
立
し
た
章
と
し
、
世
界
レ
ベ
ル
、
国

家
の
レ
ベ
ル
、
ヨ
ー
ロ
ッ
バ
の
レ
ベ
ル
に
区
別
し
た
方
が
、
統
合
の
性
格
が
よ

り
明
確
に
な
つ
た
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
の
は
、
評
者
の
欲
ぽ
り
で
あ
ろ
う
か
。

事
実
、
第
一
章
は
そ
の
役
割
を
果
し
て
い
る
の
だ
が
。
ま
た
、
国
家
の
レ
ベ
ル

の
問
題
と
し
て
、
六
力
国
に
お
け
る
各
政
党
の
議
会
で
の
力
関
係
と
ヨ
ー
冒
ッ

パ
統
合
に
対
す
る
各
々
の
態
度
に
つ
い
て
は
詳
し
い
が
、
な
ぜ
各
政
党
が
そ
の

よ
う
な
態
度
を
と
る
の
か
そ
の
理
由
に
つ
い
て
の
説
明
が
不
足
し
て
い
る
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
と
も
あ
れ
、
本
書
は
戦
後
の
西
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
各
国
の
政
治
過
程
と
ヨ
ー
ロ
ッ

パ
共
同
体
の
歩
み
を
理
解
す
る
上
で
重
要
で
あ
り
、
入
門
書
的
な
テ
キ
ス
ト
と

し
て
最
適
で
あ
ろ
う
。
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